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医療・介護の

制度改革
い

わゆる団塊の世代の方々が 75 歳以上の

後期高齢者となる 2025 年を見据えて，

社会保障(年金，医療，介護，少子化対策)の制

度改革は待ったなしです．特に医療と介護の制

度改革については，�社会保障制度改革プログ

ラム法�の成立により大まかな方向性やスケジ

ュールなどが示されましたが，本格的に動き出

すのはこれからです．

医療と介護の制度改革は，繰り返し行われて

きました．しかし，これまでの改革を振り返る

と，都道府県の衛生行政担当者や保健所職員か

らみても，実効性に疑問に感じるものがいくつ

もありました．地域医療計画を例にすれば，数

百ページに及ぶ計画書の中で実効性があるのは

基準病床数(病床規制)に関する部分だけ，とい

う指摘もあります．いわゆる 5疾病 5事業の医

療連携体制についても，保健所が苦労して調整

し具体的な病院名を明記して公表しています

が，その効果を実感しにくいのが実情です．後

期高齢者医療制度とともに開始された特定健

診・特定保健指導も，公衆衛生の現場における

評価は芳しくありません．

こうした中で予定されている医療・介護の制

度改革では，実効性の高い施策が求められてい

ます．地域医療構想の策定や地域包括ケアシス

テムの構築などがその切り札とされております

が，公衆衛生従事者の多くは，これらに対する

期待と不安が半々というのが実情と思われます．

そこで本号では，�社会保障と税の一体改革�

における医療と介護の制度改革に焦点を当て，

制度改革の背景や今後の方向性，および新たな

施策の進め方などについて，公衆衛生従事者向

けに解説いただくこととしました．
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